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2023年度第3回会議
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2023年度 ISO/TC 20/SC 14 春期会議

CCSDS ECSS
ISO TC 20 「航空宇宙」

SC13
宇宙データ
システム

ISO TC 204
ITS

ISO TC 211
地理情報/

ジオマティクス

IEC TC 80
Maritime

SC14
Space systems and operation

RTCM NMEA WG1
Design and 
productionSC16

無人航空機

WG8
Downstream
space app.

ION
SDR

IEEE
GNSS-R

802.11mc

Android
API

iOS
API

(plan)

デジュール標準 (WTO協定に基づく)フォーラム標準

デファクト標準

liaisonliaison

UN 
ICG

国際連合

WG-S

WG-B

WG-C

Space
User WG

AppWG

WG-D

PPP TF

｢宇宙利用サービス｣

WG8「宇宙利用サービス」の第2回会議が開催。宇宙利用サービスについては関係機関との連携を確認。

2023/5/29～6/2
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WG8「宇宙利用サービス」
Downstream space services and space-based applications

Space weather

Aircraft service

Spacecraft service

Maritime service

Rail service

Precise farming
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Asset management
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WG8「宇宙利用サービス」４つの柱

① 衛星測位

② 地球観測

③ 通信・
 エネルギー

④ 宇宙天気
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ISO 20930
マイクロ波受動センサ

の校正要求
（発行済）

ISO/AWI 22550
光学地球観測

のポインティング管理
（作業原案審議中）

宇宙天気のダウン
ストリームサービス
（国際討議開始）

低軌道衛星による通信
応用サービス

（国際討議準備中）

航法衛星

衛星
管制局

ISO 24246
測位補強
センター
（発行済）

ユーザ機器

ISO 24245 GNSS受信機分類コード
（発行済）

ISO/TS 22591 安全要求のある
高精度測位サービス（発行済）

IEC 61108-X
海洋航行と無線通信機器
みちびき測位受信機
（新規提案中）

ISO/CD 13657 位置情報交換
フォーマット（委員会原案審議中）

ISO/CD 16215-1 衛星測位(PNT)サービス-アーキテクチャーの基礎
（委員会原案審議中）

ISO 18197 センチメータ級測位の宇宙利用サービス要件（発行済）

：
：

6カ国+α

6カ国
+α 約600カ所 30-70億台

衛星測位 リモセン 通信・エネルギダウンストリーム４分野：

宇宙利用サービスに関する国際標準体系

宇宙天気
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2023年度 ISO/TC 20/SC 14/WG8 秋期会議 2023/11/9～11/10
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ISO/IECスケジュール（案）

年度 2023 2024 2025 2026

マイルストーン

ISO国際委員会
(TC 20/SC 14)

ISO国内委員会
(TC 20/SC 14)
SJAC

IEC国際委員会
(TC 80)

IEC国内委員会
(TC 80)
JEITA

経産省委託
（予定）

▽
キックオフ

▽
国際標準

発刊

▽
委員会原案

登録

▽
新規提案
投票

▽ブラジル

▽パリ

▽ベルリン

▽パリ?

▽東京

▽ライデン?

▽

▽

▽
第１回 ▽

第２回

▽
第１回 ▽

第２回

▽
第１回 ▽

第２回

▽
投票

(最終)

▽
第１回 ▽

第２回

▽
第１回 ▽

第２回 ▽
第3回

▽
第１回 ▽

第２回 ▽
第3回

▽
第１回 ▽

第２回 ▽
第3回

▽
第１回 ▽

第２回 ▽
第3回

▽ロンドン

▽

▽東京

▽▽ ▽
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GNSS/カメラ複合測位システム

GNSS測位の利用が進んでいるが、衛星が見えないところでは測位ができないという課題がある。
慣性航法デバイスが一体的に用いられているが完全とはいいがたい。
一方、安価なカメラデバイスがモビリティシステムに搭載されることが一般的になってきた。
そこで、GNSS測位ができない場所では、カメラによる測位を用いた複合的な利用を考える。
特にカメラに映ると位置が分かるマーカーを設置して活用することにする。

Camera

GNSS
Receiver

Position
Marker

Mobility
(Vehicle, Craft)

【経産省委託】準天頂衛星システム利用促進のためのインフラ施設管理用測位と性能評価に関する国際標準化
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GNSS/カメラ複合測位システム

衛星測位が失われて
光学基準点*がない時

衛星測位が失われて
光学基準点*がある時

光*

学
基
準
点

衛星測位
ロスト

衛星測位
ロスト

測位
誤差

真値 真値

測位値 測位値

進行方向 進行方向

計測
移動体 計測

移動体

測位
誤差

＊:仮称＊:仮称

測位技術は，道路・河川・橋梁などの社会インフラのみならず，林業(森林)や農業(農場)，漁業(海洋)を含めた産業全般をサポートするも
のである。本プロジェクトでは、測位技術が社会貢献できる対象を表現するものとして，これらを社会・産業インフラと呼び、令和8-9
年頃のISO発行をめざして、衛星測位をカメラ複合で補う位置計測方法の標準を作り、「みちびき」によって培った測位技術をより一層
活用して、社会・産業インフラに関する測位の分野において我が国の貿易を促進しようとするものである。
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光学基準点(仮称)(たたき台)
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GNSS/カメラ複合測位 システム技術確認試験

● 特長
(１) GNSSセンチメータ級測位を搭載
(２) 慣性航法機能を複合
(３) 360°撮影できるカメラを搭載
(４) 統合計測により三次元座標を測定
(５) 計測運用込み（データの取得及び解析）

※写真は車載の場合

項目 仕様値

センサ 全周カメラ、GNSS受信機他

機能 三次元計測

計測範囲 360°

位置精度 ±15cm（計測精度±5cm）

電源 車両等バッテリから供給可

● 技術仕様

● 用途
 ・道路管理分野
 ・施設管理/点検分野
 ・土木建設/建築分野
 ・環境調査分野
 ・旅行/観光分野
 ・その他の利用法
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⚫ IEC 61108シリーズは、海洋航行の衛星航法（GNSS注1）受信機について性能と品質を規定する国際規格
であり、既に米国（GPS）, 欧州（Galileo）, 中国（北斗）, ロシア（Glonass）, インド（NavIC注2）に
関する規格が存在する。

⚫ このシリーズにおいて、現在、日本の準天頂衛星「みちびき」（QZSS注3）に関する国際規格だけが欠けており、
この状況を解消するため、国際標準化を実施する。

⚫ 「みちびき」は、他国の衛星システムと比較して、高精度・信号認証など優れた機能・性能をもっており、海洋航行
に係る国際決議や他国の技術規程と調和を図る形で、国際規格を開発する。

⚫ この国際規格は、GNSS受信機の開発、製造、および運用に関する多くの分野で使用されると見込まれる。

【経産省委託】 海洋航行と無線通信機器及びシステムにおける日本型衛星航法の国際標準化

開発する規格では、次に掲げる要件を規定する。

1. 測位性能：位置、速度、時間の正確な測定を提供
する必要があり、測位精度、信頼性、測位時間の精度に
関する要件を定める。

2. 相互運用性：他国の衛星システムの受信機が互いに
運用できるようにするための要件を定める。

3. データ通信： データ通信プロトコル、データ形式、
伝送速度の要件を定める。

4. 品質管理：製品認証、試験、品質管理に関する要件
を定め、規格遵守を保証する。

開発する基準・規格のポイント写真・図表

◆米・欧・中・露・印が作成した各国の測位衛星利用の規格に対して、
「みちびき」の優位性を活かし、他国より改善した規格を開発する。

◆国内有識者の意見を集め、「みちびき」の利点を反映しつつも、
IMO注4決議を整合した規格内容に仕上げることにする。

国際標準化活動の方向性

注1  GNSS: Global Navigation Satellite System
注2  NavIC: Navigation with Indian Constellation
注3  QZSS: Quasi-Zenith Satellite System (準天頂衛星システム)

注4  IMO: International Marine Organization (国際海事機関)

GNSS衛星提供国測位衛星

海洋航行
する船舶

受信機

測位信号
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IEC 61108シリーズ「海洋航行と無線通信機器及びシステム－衛星測位システム」の現状

規格番号 題目

IEC 61108-1
:2003
（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 1: Global positioning system (GPS) - Receiver equipment - Performance standards, methods of testing and 
required test results

IEC 61108-2
:1998
（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 2: Global navigation satellite system (GLONASS) - Receiver equipment - Performance standards, methods of 
testing and required test results

IEC 61108-3
:2010（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 3: Galileo receiver equipment - Performance requirements, methods of testing and required test results

IEC 61108-4
:2004
（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 4: Shipborne DGPS and DGLONASS maritime radio beacon receiver equipment - Performance requirements, 
methods of testing and required test results

IEC 61108-5
:2020
（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 5: BeiDou navigation satellite system (BDS) - Receiver equipment - Performance requirements, methods of 
testing and required test results

IEC 61108-6
:2023
（発行済）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 6: Navigation with Indian Constellation (NavIC) / Indian Regional Navigation Satellite System (IRNSS) - Receiver 
equipment - Performance requirements, methods of testing and required test results

PT 61108-7
（作成中）

Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part 7: Satellite Based Augmentation Systems - Receiver Equipment - Performance requirements and method of 
testing

新規提案 Maritime navigation and radiocommunication equipment and systems - Global navigation satellite systems (GNSS) -
Part X: Quasi-Zenith Satellite System (QZSS) - Receiver equipment - Performance requirements, methods of 
testing and required test results

当シリーズには、世界の衛星測位システム（GNSS)の規格が揃っているが、日本の QZSS だけが未だ
整備されていない。そのため他国と肩を並べるためには、当該規格を開発して補う必要がある。
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準天頂衛星の利用に関するIMO決議
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新規提案候補：令和６～８年度

テーマ名 月地球圏の宇宙利用サービスに関する国際標準化

期間 令和６年度～令和８年度（３年間）

提案理由

我が国の業界では、衛星測位やリモートセンシングなど宇宙利用サービスについ
て、地球だけでなく、月地球圏におけるルール形成にニーズがあり、実現に向けた
取り組みが必要とされている。
そこで、新規の規格開発や既存規格の改正について、個別企業もＰＬに参加し、

複数件以上完成させる事業を提案することを計画する。

国際標準原案

月圏：月面の座標基準系の共通化：新規（JSS）
月面地図作成のための平面直角座標の規定：新規（パスコ）

地球圏：宇宙リモセンー複数センサの相互利用：新規 (DTC, MELCO)
ISO 20930 マイクロ波受動センサ：改訂(MELCO)
ISO/TS 22591 安全要求ある高精度測位：改訂IS昇格(TBD)

ISO 国際会議
参加

春期 名（５～６月）
秋期 名（10～11月）

公募 令和６年度に国が実施すべき／後押しすべき標準化テーマ等に関する調査



出典：
東京大学
国際ミュオグラフィ連携研究機構

参考 - ミュオン測位システム：地上・地下・水中で測位可

素粒子ミュオン（ニュー粒子）を用いて測距をすると、建物・地盤・水中で遮蔽されない測位が可能になる。
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ミュオン
（ニュー粒子）
とは何か
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